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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一連のオリジナルフレーム画像と、前記一連のオリジナルフレーム画像に基づいて生成
された一連の補間フレーム画像とを時分割的に表示する液晶表示部と、
　各オリジナルフレーム画像に基づいて、そのオリジナルフレーム画像を前記液晶表示部
に表示した際に表示面全体から射出されるであろう表示光量を求める演算部と、
　間欠的に発光するバックライトと、
　前記表示光量に基づいて、前記オリジナルフレーム画像の表示期間に対応する発光期間
である第１の期間における前記バックライトの第１の発光量と、前記補間フレーム画像の
表示期間に対応する発光期間である第２の期間における前記バックライトの第２の発光量
とを独立して制御するバックライト制御部と
　を備え、
　前記演算部は、各オリジナルフレーム画像の平均信号レベルが増加した場合に前記表示
光量を増加させ、前記平均信号レベルが減少した場合に前記表示光量を減少させ、
　前記バックライト制御部は、前記第１の発光量が、前記第２の発光量と同じもしくは前
記第２の発光量よりも大きくなるように制御するとともに、前記表示光量が増加した場合
には、前記第１の発光量を減少させるとともに前記第２の発光量を増加させ、前記表示光
量が減少した場合には、前記第１の発光量を増加させるとともに前記第２の発光量を減少
させる
　表示装置。
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【請求項２】
　前記バックライト制御部は、複数のフレーム期間にわたり、徐々に前記第１の発光量お
よび前記第２の発光量をそれぞれ変化させる
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記バックライト制御部は、前記第１の発光量および前記第２の発光量の和を一定に制
御する
　請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記バックライト制御部は、前記第１の発光量および前記第２の発光量を、前記バック
ライトの発光輝度により制御する
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記バックライト制御部は、前記第１の発光量および前記第２の発光量を、前記第１の
期間の長さおよび前記第２の期間の長さによりそれぞれ制御する
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記表示装置周辺における光の環境光量を検出する環境光センサ部をさらに備え、
　前記バックライト制御部は、前記環境光量が増加した場合には、前記第１の発光量を増
加させるとともに前記第２の発光量を減少させ、前記環境光量が減少した場合には、前記
第１の発光量を減少させるとともに前記第２の発光量を増加させることにより、前記第１
の発光量および前記第２の発光量を制御する
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記バックライトは複数の部分発光部を有し、
　前記バックライト制御部は、各部分発光部について、前記第１の発光量と前記第２の発
光量とを独立して制御する
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記一連のオリジナルフレーム画像に基づいて前記一連の補間フレーム画像を生成する
補間画像生成部をさらに備えた
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項９】
　一連のオリジナルフレーム画像と、前記一連のオリジナルフレーム画像に基づいて生成
された一連の補間フレーム画像を、液晶表示部に時分割的に表示し、
　各オリジナルフレーム画像に基づいて、そのオリジナルフレーム画像を前記液晶表示部
に表示した際に表示面全体から射出されるであろう表示光量を求め、
　前記表示光量に基づいて、前記オリジナルフレーム画像の表示期間に対応する発光期間
である第１の期間におけるバックライトの第１の発光量と、前記補間フレーム画像の表示
期間に対応する発光期間である第２の期間におけるそのバックライトの第２の発光量とを
独立して制御し、間欠的にバックライトを発光させ、
　前記表示光量を求める際、各オリジナルフレーム画像の平均信号レベルが増加した場合
に前記表示光量を増加させ、前記平均信号レベルが減少した場合に前記表示光量を減少さ
せ、
　前記第１の発光量および前記第２の発光量を制御する際、前記第１の発光量が、前記第
２の発光量と同じもしくは前記第２の発光量よりも大きくなるように制御するとともに、
前記表示光量が増加した場合には、前記第１の発光量を減少させるとともに前記第２の発
光量を増加させ、前記表示光量が減少した場合には、前記第１の発光量を増加させるとと
もに前記第２の発光量を減少させる
　表示方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、液晶表示素子を用いた表示装置、およびその表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン受像機などの表示装置は、連続静止画からなる映像信号に基づいて、その
連続静止画を順次表示するものである。これにより、表示装置では、例えば、その連続静
止画が、なめらかに動く物体（動体）をサンプリングして得られたものである場合におい
て、この連続静止画を順次表示することにより、その動体の動きが疑似的に再現されるよ
うになっている。
【０００３】
　ところで、一般に、人は、自然界において動く物体を追従しながら観察（追従視）する
場合、頭や眼球などをなめらかに動かして観察する。これにより、その動体は、眼球の網
膜の中央に結像するようになる。表示装置が動体を表示する場合には、画面上の動体は、
順次表示される連続静止画により不連続に動くこととなるが、この場合でも、人は、その
動体が連続的に滑らかに動いているものとみなして、なめらかに追従しながら観察するこ
とが知られている。
【０００４】
　近年、表示装置の主力となっている液晶表示装置は、いわゆるホールド型の表示デバイ
スである。すなわち、このような表示装置では、静止画を表示してから次の静止画を表示
するまでの１フレーム期間において、同じ画像が表示され続ける。よって、観察者が、こ
のような表示装置に表示された動体を観察する場合には、なめらかに追従しながら観察し
ようとしてしまうため、網膜上の像は、その１フレーム期間において、網膜の中央を横切
って移動することとなる（網膜像のスリップ）。これにより、このような表示装置におい
て動画を観察すると、いわゆるホールドぼやけが生じ、観察者は、画質が劣化したように
感じてしまう。
【０００５】
　このホールドぼやけを改善する方法について、いくつかの検討がなされている。例えば
、特許文献１には、バックライトをブリンキング駆動し、画像がホールド表示される時間
を短くすることにより、網膜像のスリップ長を短くして、ホールドぼやけの低減を図る液
晶表示装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－２６８４３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、表示装置では、表示画質のさらなる向上が望まれている。しかしながら、特
許文献１には、表示画質のさらなる向上についての具体的な記載がない。
【０００８】
　本開示はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、表示画質を高めることが
できる表示装置および表示方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本開示の表示装置は、液晶表示部と、演算部と、バックライトと、バックライト制御部
とを備えている。液晶表示部は、一連のオリジナルフレーム画像と、一連のオリジナルフ
レーム画像に基づいて生成された一連の補間フレーム画像とを時分割的に表示するもので
ある。演算部は、各オリジナルフレーム画像に基づいて、そのオリジナルフレーム画像を
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液晶表示部に表示した際に表示面全体から射出されるであろう表示光量を求めるものであ
る。バックライトは、間欠的に発光するものである。バックライト制御部は、表示光量に
基づいて、オリジナルフレーム画像の表示期間に対応する発光期間である第１の期間にお
けるバックライトの第１の発光量と、補間フレーム画像の表示期間に対応する発光期間で
ある第２の期間におけるバックライトの第２の発光量とを独立して制御するものである。
上記演算部は、各オリジナルフレーム画像の平均信号レベルが増加した場合に表示光量を
増加させ、平均信号レベルが減少した場合に表示光量を減少させるものである。上記バッ
クライト制御部は、第１の発光量が、第２の発光量と同じもしくは第２の発光量よりも大
きくなるように制御するとともに、表示光量が増加した場合には、第１の発光量を減少さ
せるとともに第２の発光量を増加させ、表示光量が減少した場合には、第１の発光量を増
加させるとともに第２の発光量を減少させるものである。
【００１１】
　本開示の表示方法は、一連のオリジナルフレーム画像と、一連のオリジナルフレーム画
像に基づいて生成された一連の補間フレーム画像を、液晶表示部に時分割的に表示し、各
オリジナルフレーム画像に基づいて、そのオリジナルフレーム画像を液晶表示部に表示し
た際に表示面全体から射出されるであろう表示光量を求め、表示光量に基づいて、オリジ
ナルフレーム画像の表示期間に対応する発光期間である第１の期間におけるバックライト
の第１の発光量と、補間フレーム画像の表示期間に対応する発光期間である第２の期間に
おけるそのバックライトの第２の発光量とを独立して制御し、間欠的にバックライトを発
光させるものである。上記表示光量を求める際、各オリジナルフレーム画像の平均信号レ
ベルが増加した場合に表示光量を増加させ、平均信号レベルが減少した場合に表示光量を
減少させる。また、第１の発光量および第２の発光量を制御する際、第１の発光量が、第
２の発光量と同じもしくは第２の発光量よりも大きくなるように制御するとともに、表示
光量が増加した場合には、第１の発光量を減少させるとともに第２の発光量を増加させ、
表示光量が減少した場合には、第１の発光量を増加させるとともに第２の発光量を減少さ
せる。
【００１２】
　本開示の表示装置および表示方法では、オリジナルフレーム画像および補間フレーム画
像が液晶表示部において時分割的に表示され、その表示に同期してバックライトが間欠的
に発光する。その際、バックライトでは、第１の発光量と第２の発光量とが独立して制御
される。
【発明の効果】
【００１４】
　本開示の表示装置、ならびに表示方法によれば、第１の発光量と第２の発光量とを独立
して制御するようにしたので、表示画質を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本開示の第１の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２】図１に示した補間処理部の一動作例を表す模式図である。
【図３】図１に示した表示駆動部および液晶表示部の一構成例を表すブロック図である。
【図４】図３に示した画素の一構成例を表す回路図である。
【図５】図１に示した表示装置の一動作例を表すタイミング波形図である。
【図６】図１に示したバックライト駆動部の特性例を表す特性図である。
【図７】図１に示した表示装置の他の動作例を表すタイミング波形図である。
【図８】比較例に係る表示装置の一動作例を表すタイミング波形図である。
【図９】第１の実施の形態の変形例に係る表示装置の一動作例を表すタイミング波形図で
ある。
【図１０】図１に示したバックライト駆動部の特性例を表す特性図である。
【図１１】第１の実施の形態の他の変形例に係る表示装置の一動作例を表すタイミング波
形図である。
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【図１２】第１の実施の形態の他の変形例に係るバックライト駆動部の特性例を表す特性
図である。
【図１３】第２の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図１４】図１３に示した表示装置の一動作例を表すタイミング波形図である。
【図１５】第３の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図１６】図１５に示したバックライト駆動部の特性例を表す特性図である。
【図１７】変形例に係る表示装置の一動作例を表すタイミング波形図である。
【図１８】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本開示の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。
１．第１の実施の形態
２．第２の実施の形態
３．第３の実施の形態
【００１７】
＜１．第１の実施の形態＞
［構成例］
（全体構成例）
　図１は、第１の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すものである。なお、本開示
の実施の形態に係る表示方法は、本実施の形態により具現化されるので、併せて説明する
。
【００１８】
　表示装置１は、制御部１１と、補間処理部１２と、表示駆動部２０と、液晶表示部３０
と、平均信号レベル検出部１４と、明るさ設定部１５と、表示光量演算部１６と、バック
ライト駆動部１７と、バックライト４０とを備えている。
【００１９】
　制御部１１は、映像信号Ｓdispに基づいて、補間処理部１２、平均信号レベル検出部１
４、バックライト駆動部１７がお互いに同期して動作するように制御する回路である。具
体的には、制御部１１は、後述するように、補間処理部１２に対して映像信号Ｓdispおよ
び制御信号を供給し、バックライト駆動部１７に対して制御信号を供給し、平均信号レベ
ル検出部１４に対して映像信号Ｓdispおよび制御信号を供給する。
【００２０】
　補間処理部１２は、映像信号Ｓdispに含まれるフレーム画像Ｆに基づいて、時系列上の
補間処理を行い、映像信号Ｓdisp2を生成するものである。補間処理部１２は、補間画像
生成部１３を有している。補間画像生成部１３は、時系列上において互いに隣接する２つ
のフレーム画像Ｆに基づいて、補間フレーム画像Ｆｉを生成するものである。そして、補
間処理部１２は、その互いに隣接する２つのフレーム画像Ｆの間に、補間画像生成部１３
が生成した補間フレーム画像Ｆｉを挿入することにより、映像信号Ｓdisp2を生成するよ
うになっている。
【００２１】
　図２は、補間処理部１２における補間処理を模式的に表すものであり、（Ａ）は補間処
理前の映像を示し、（Ｂ）は補間処理後の映像を示す。補間処理部１２では、映像信号Ｓ
dispに含まれる連続静止画（フレーム画像Ｆ）の間に、補間画像生成部１３が生成した補
間フレーム画像Ｆｉをそれぞれ挿入することにより、一連のフレーム画像が生成される（
図３（Ｂ））。この補間処理により、例えば、図３（Ａ）に示したように、ボール９がフ
レームの左から右へ移動する映像の場合では、図３（Ｂ）に示したように、ボール９がよ
り滑らかに左から右へ移動するようになる。
【００２２】
　表示駆動部２０は、補間処理部１２から供給される映像信号Ｓdisp2に基づいて、液晶
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表示部３０を駆動するものである。液晶表示部３０は、液晶表示素子により構成された表
示部であり、バックライト４０から射出した光を変調することにより表示を行うようにな
っている。
【００２３】
　図３は、表示駆動部２０および液晶表示部３０のブロック図の一例を表すものである。
　表示駆動部２０は、タイミング制御部２１と、ゲートドライバ２２と、データドライバ
２３とを備えている。タイミング制御部２１は、ゲートドライバ２２およびデータドライ
バ２３の駆動タイミングを制御するとともに、補間処理部１２から供給された映像信号Ｓ
disp2を映像信号Ｓ１としてデータドライバ２３へ供給するものである。ゲートドライバ
２２は、タイミング制御部２１によるタイミング制御に従って、液晶表示部３０内の画素
Ｐｉｘを行ごとに順次選択して、線順次走査するものである。データドライバ２３は、液
晶表示部３０の各画素Ｐｉｘへ、映像信号Ｓ１に基づく画素信号を供給するものである。
具体的には、データドライバ２３は、映像信号Ｓ１に基づいてＤ／Ａ（デジタル／アナロ
グ）変換を行うことにより、アナログ信号である画素信号を生成し、各画素Ｐｉｘへ供給
するようになっている。
【００２４】
　液晶表示部３０は、例えばガラスなどから構成される２枚の透明基板の間に液晶材料を
封入したものである。これらの透明基板の液晶材料に面した部分には、例えばＩＴＯ（In
dium Tin Oxide）などから構成される透明電極が形成され、液晶材料とともに画素Ｐｉｘ
を構成している。液晶表示部３０には、図３に示したように、画素Ｐｉｘがマトリックス
状に配置されている。
【００２５】
　図４は、画素Ｐｉｘの回路図の一例を表すものである。画素Ｐｉｘは、ＴＦＴ（Thin F
ilm Transistor）素子Ｔｒと、液晶素子ＬＣと、保持容量素子Ｃapとを備えている。ＴＦ
Ｔ素子Ｔｒは、例えばＭＯＳ－ＦＥＴ（Metal Oxide Semiconductor-Field Effect Trans
istor）により構成されるものであり、ゲートがゲート線Ｇに接続され、ソースがデータ
線Ｄに接続され、ドレインが液晶素子ＬＣの一端と保持容量素子Ｃapの一端に接続されて
いる。液晶素子ＬＣは、一端がＴＦＴ素子Ｔｒのドレインに接続され、他端は接地されて
いる。保持容量素子Ｃapは、一端がＴＦＴ素子Ｔｒのドレインに接続され、他端は保持容
量線Ｃｓに接続されている。ゲート線Ｇはゲートドライバ２２に接続され、データ線Ｄは
データドライバ２３に接続されている。
【００２６】
　平均信号レベル検出部１４は、各フレーム画像における映像信号Ｓdispの平均信号レベ
ルＳavgを求めるものである。明るさ設定部１５は、ユーザが、表示装置１の表示画面の
明るさを調整設定するためのものである。具体的には、明るさ設定部１５は、例えば、Ｏ
ＳＤ（On Screen Display）などにより、表示画面の明るさに関する調整メニューを表示
する。そして、それに基づいて、ユーザが調整設定を行い、その設定が明るさ設定部１５
に保持されるようになっている。明るさ設定部１５では、表示画面の明るさそのものだけ
でなく、コントラスト、色の濃さ、ガンマなど、表示画面の明るさに関連する全ての項目
が設定され、これらに基づいて明るさの設定値が求められ保持されるようになっている。
【００２７】
　表示光量演算部１６は、平均信号レベル検出部１４において求められた各フレーム画像
の平均信号レベルＳavgと、明るさ設定部１５における明るさ設定に基づいて、各フレー
ム画像が表示装置１において表示された場合の表示画面からの光量（表示光量Ｂ）を演算
により求めるものである。すなわち、平均信号レベル検出部１４が求めた各フレーム画像
の平均信号レベルＳavgは、各フレーム画像における液晶表示部３０の平均的な透過量に
対応するため、表示光量演算部１６は、この平均信号レベルＳavgと明るさ設定に基づい
て表示光量Ｂを求めることができる。
【００２８】
　バックライト駆動部１７は、制御部１１から供給される制御信号、および表示光量演算



(7) JP 5782787 B2 2015.9.24

10

20

30

40

50

部１６から供給される表示光量Ｂの演算結果に基づいて、バックライト４０が、液晶表示
部３０における表示に同期して間欠的に発光するように、バックライト４０を駆動するも
のである。具体的には、バックライト駆動部１７は、後述するように、液晶表示部３０が
フレーム画像Ｆを表示する期間における輝度Ｉと、液晶表示部３０が補間フレーム画像Ｆ
ｉを表示する期間における輝度Ｉｉとを、独立して制御することにより、バックライト４
０を駆動するようになっている。
【００２９】
　バックライト４０は、バックライト駆動部１７から供給される駆動信号に基づいて間欠
的に発光（ブリンキング）し、液晶表示部３０に対してその光を射出するものである。こ
のバックライト４０は、例えば、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）を用いて構成すること
ができる。なお、これに限定されるものではなく、例えばＣＣＦＬ（Cold Cathode Fluor
escent Lamp）により構成してもよい。
【００３０】
　ここで、フレーム画像Ｆは、本開示における「オリジナルフレーム画像」の一具体例に
対応する。バックライト駆動部１７は、本開示における「バックライト制御部」の一具体
例に対応する。平均信号レベル検出部１４および表示光量演算部１６は、本開示における
「演算部」の一具体例に対応する。
【００３１】
［動作および作用］
　続いて、本実施の形態の表示装置１の動作および作用について説明する。
【００３２】
（全体動作概要）
　まず、図１～図４を参照して、表示装置１の全体動作概要を説明する。制御部１１は、
映像信号Ｓdispに基づいて、補間処理部１２、平均信号レベル検出部１４、バックライト
駆動部１７がお互いに同期して動作するように制御する。補間処理部１２は、映像信号Ｓ
dispに含まれるフレーム画像Ｆに基づいて、時系列上の補間処理を行い、映像信号Ｓdisp
2を生成する。表示駆動部２０は、液晶表示部３０を駆動する。液晶表示部３０は、バッ
クライト４０から射出した光を変調することにより表示を行う。
【００３３】
　平均信号レベル検出部１４は、各フレーム画像における映像信号Ｓdispの平均信号レベ
ルＳavgを求める。明るさ設定部１５は、ユーザからの指示に基づき、表示装置１の表示
画面の明るさを設定する。表示光量演算部１６は、各フレーム画像が表示装置１において
表示された場合の表示画面からの光量（表示光量Ｂ）を演算により求める。バックライト
駆動部１７は、バックライト４０が、液晶表示部３０における表示に同期して間欠的に発
光するように、バックライト４０を駆動する。具体的には、バックライト駆動部１７は、
液晶表示部３０がフレーム画像Ｆを表示する期間における輝度Ｉと、液晶表示部３０が補
間フレーム画像Ｆｉを表示する期間における輝度Ｉｉとを、独立して制御することにより
、バックライト４０を駆動する。バックライト４０は、バックライト駆動部１７から供給
される駆動信号に基づいて発光し、液晶発光部３０に対してその光を射出する。
【００３４】
（詳細動作）
　図５は、表示装置１における表示動作のタイミング図を表すものであり、（Ａ）は液晶
表示部３０の動作を示し、（Ｂ）～（Ｄ）はバックライト４０における輝度を示す。ここ
で、図５（Ｂ）は、表示光量Ｂが大きい場合のバックライト４０の輝度を示し、図５（Ｃ
）は、表示光量Ｂが中程度である場合のバックライト４０の輝度を示し、図５（Ｄ）は、
表示光量Ｂが小さい場合のバックライト４０の輝度を示す。
【００３５】
　図５（Ａ）の縦軸は、液晶表示部３０の線順次走査方向の走査位置を示している。図５
（Ａ）において、“Ｆ”は液晶表示部３０がフレーム画像Ｆの表示を行っている状態を示
し、“Ｆｉ”は液晶表示部３０が補間フレーム画像Ｆｉの表示を行っている状態を示して
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いる。
【００３６】
　表示装置１では、走査周期Ｔ１で線順次走査が行われ、フレーム画像Ｆの表示と補間フ
レーム画像Ｆｉの表示とが交互に行われる。そして、表示装置１は、周期Ｔ０ごとにこれ
らの表示を繰り返す。この周期Ｔ０は、外部から供給された映像信号Ｓdispにおいてフレ
ーム画像Ｆが供給される周期（フレーム画像供給周期）に対応するものである。ここで、
周期Ｔ０は、例えば、１６．７［msec］（６０［Ｈｚ］の一周期分）にすることが可能で
ある。この場合、走査周期Ｔ１は、４．２［msec］（周期Ｔ０の４分の１）である。すな
わち、この例では、液晶表示部３０は、いわゆる４倍速駆動に対応した液晶表示パネルで
ある。
【００３７】
　表示装置１は、タイミングｔ０～ｔ４の期間において、フレーム画像Ｆの表示走査を行
う。
【００３８】
　まず、タイミングｔ０～ｔ１の期間において、液晶表示部３０では、表示駆動部２０か
ら供給される駆動信号に基づき、最上部から最下部に向かって線順次走査が行われ、フレ
ーム画像Ｆの表示が行われる（図５（Ａ））。このタイミングｔ０～ｔ１の期間において
、バックライト４０は消灯する（図５（Ｂ）～（Ｄ））。
【００３９】
　次に、タイミングｔ１～ｔ４の期間において、液晶表示部３０では、最上部から最下部
に向かって線順次走査が行われ、フレーム画像Ｆの表示が再度行われる（図５（Ａ））。
すなわち、この例では、タイミングｔ０～ｔ４の期間において、フレーム画像Ｆの表示が
２回繰り返される。そして、液晶表示部３０において液晶素子ＬＣの応答がほぼ終了した
後のタイミングｔ２～ｔ３の期間において、バックライト駆動部１７は、バックライト４
０が、表示光量演算部１６により求められた表示光量Ｂに応じた輝度Ｉで発光するように
駆動する（図５（Ｂ）～（Ｄ））。具体的には、バックライト４０は、表示光量Ｂが大き
い場合には低い輝度Ｉで発光し（図５（Ｂ））、表示光量Ｂが小さい場合には高い輝度Ｉ
で発光する（図５（Ｄ））。
【００４０】
　図６は、バックライト駆動部１７の特性の一例を表すものである。図６において、横軸
は表示光量Ｂの相対値を示し、縦軸は輝度Ｉ，Ｉｉの相対値を示す。ここで、表示光量Ｂ
の“１００％”は、液晶表示部３０が全面にわたり透過状態（白表示状態）であり、バッ
クライト４０の輝度が最大である場合に対応するものであり、表示光量Ｂの“０％”は、
例えば、液晶表示部３０が全面にわたり遮断状態（黒表示状態）である場合を示している
。
【００４１】
　輝度Ｉは、図６に示したように、表示光量Ｂが大きくなるほど減少する。具体的には、
輝度Ｉは、表示光量Ｂが０％である場合には、最大値（１００％）となる。そして、輝度
Ｉは、表示光量Ｂが大きくなるほど減少し、表示光量Ｂが１００％である場合には、その
最大値の半値（５０％）となる。なお、図５（Ｂ）は、表示光量Ｂが１００％である場合
を示し、図５（Ｃ）は、表示光量Ｂが５０％である場合を示し、図５（Ｄ）は、表示光量
Ｂが０％である場合を示している。
【００４２】
　このように、バックライト駆動部１７は、図６に示した特性に従って、タイミングｔ２
～ｔ３の期間において、バックライト４０が、表示光量Ｂに応じた輝度Ｉで発光するよう
に、バックライト４０を駆動する。これにより、バックライト４０は、輝度Ｉをタイミン
グｔ２～ｔ３の期間において積分した発光量Ａの光を射出する。
【００４３】
　次に、タイミングｔ４～ｔ５の期間において、液晶表示部３０では、表示駆動部２０か
ら供給される駆動信号に基づき、最上部から最下部に向かって線順次走査が行われ、補間
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フレーム画像Ｆｉの表示が行われる（図５（Ａ））。このタイミングｔ４～ｔ５の期間に
おいて、バックライト４０は消灯する（図５（Ｂ）～（Ｄ））。これにより、観察者は、
液晶表示部３０における、フレーム画像Ｆの表示から補間フレーム画像Ｆｉの表示への過
渡的な変化（液晶素子ＬＣの過渡的な応答）を見ることがないので、画質劣化を低減する
ことができる。
【００４４】
　次に、タイミングｔ５～ｔ８の期間において、液晶表示部３０では、最上部から最下部
に向かって線順次走査が行われ、補間フレーム画像Ｆｉの表示が再度行われる（図５（Ａ
））。すなわち、この例では、タイミングｔ４～ｔ８の期間において、補間フレーム画像
Ｆｉの表示が２回繰り返される。そして、液晶表示部３０において液晶素子ＬＣの応答が
ほぼ終了した後のタイミングｔ６～ｔ７の期間において、バックライト駆動部１７は、バ
ックライト４０が、表示光量演算部１６により求められた表示光量Ｂに応じた輝度Ｉｉで
発光するように駆動する（図５（Ｂ）～（Ｄ））。具体的には、バックライト４０は、表
示光量Ｂが大きいほど高い輝度Ｉｉで発光する。
【００４５】
　輝度Ｉｉは、図６に示したように、表示光量Ｂが大きくなるほど増加する。具体的には
、輝度Ｉｉは、表示光量Ｂが０％である場合には、最小値（０％）となる。すなわち、こ
の場合には、バックライト４０は消灯する。そして、輝度Ｉｉは、表示光量Ｂが大きくな
るほど増加し、表示光量Ｂが１００％である場合には、輝度の最大値の半値（５０％）と
なる。
【００４６】
　このように、バックライト駆動部１７は、図６に示した特性に従って、タイミングｔ６
～ｔ７の期間において、バックライト４０が、表示光量Ｂに応じた輝度Ｉｉで発光するよ
うに、バックライト４０を駆動する。これにより、バックライト４０は、輝度Ｉｉをタイ
ミングｔ６～ｔ７の期間において積分した発光量Ａｉの光を射出する。
【００４７】
　以上の動作を繰り返すことにより、表示装置１は、フレーム画像Ｆの表示と、補間フレ
ーム画像Ｆｉの表示とを交互に繰り返して行う。
【００４８】
　表示装置１では、補間処理を行うことにより１フレーム期間を短くするとともに、バッ
クライト４０をブリンキング駆動したので、画像がホールド表示される時間を短くするこ
とができ、ホールドぼやけを低減することができる。また、液晶表示部３０における表示
画像が過渡的に変化する際にバックライト４０を消灯するようにしたので、観察者は、液
晶素子ＬＣの過渡的な応答を見ることがないため、見かけ上、液晶素子ＬＣの応答速度を
改善したのと同じ効果を得ることができる。
【００４９】
　また、表示装置１では、バックライト駆動部１７が、表示光量Ｂに基づいて、フレーム
画像Ｆを表示する際のバックライト４０の輝度Ｉ（発光量Ａ）と、補間フレーム画像Ｆを
表示する際のバックライト４０の輝度Ｉｉ（発光量Ａｉ）とを独立して制御している。こ
れにより、後述するように、フリッカが目立つ場合においてそのフリッカを低減すること
ができるとともに、補間フレーム画像Ｆｉの生成の際に補間エラーが生じた場合において
、そのエラーに起因する画質の劣化を低減することができる。その詳細については、後ほ
ど、比較例と対比して説明する。
【００５０】
　また、表示装置１では、輝度Ｉ，Ｉｉにより発光量Ａ，Ａｉを変更するようにしたので
、バックライト４０が発光するタイミングが変化することがないため、周期Ｔ０の期間に
おいて、フレーム画像Ｆ、補間フレーム画像Ｆｉが表示されるタイミングが、表示光量Ｂ
により変化することがない。例えば、フレーム画像Ｆ、補間フレーム画像Ｆｉが表示され
るタイミングが変化する場合には、例えば図２に示したように、補間フレーム画像Ｆｉが
、隣接するフレーム画像Ｆのちょうど中間のタイミングにおける画像であっても、その補
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間フレーム画像Ｆｉを表示するタイミングがずれることにより、映像がなめらかに表示さ
れなくなるため、観察者が画質の劣化を感じるおそれがある。一方、表示装置１では、フ
レーム画像Ｆ、補間フレーム画像Ｆｉが表示されるタイミングが変化しないため、観察者
が画質の劣化を感じるおそれを低減することができる。
【００５１】
　また、表示装置１では、バックライト駆動部１７が、図６に示したように、表示光量Ｂ
が大きくなるほど、輝度Ｉが減少するとともに、輝度Ｉｉが増加するように、バックライ
ト４０を駆動する。その際、バックライト駆動部７１は、輝度Ｉと輝度Ｉｉの和が、表示
光量Ｂに依らず一定になるように駆動する。これにより、バックライト４０の各期間Ｔ０
における発光量（発光量Ａと発光量Ａｉとの和）は、表示光量Ｂに依らず一定になるため
、観察者が表示画像を不自然に感じるおそれを低減することができる。
【００５２】
　次に、バックライト駆動部１７が、バックライト４０の輝度Ｉ，Ｉｉを変更する際の動
作について説明する。
【００５３】
　バックライト駆動部１７は、例えば映像信号Ｓdispの平均信号レベルＳavgが変化して
表示光量Ｂが変化すると、それに応じて輝度Ｉ，Ｉｉが変化するように、バックライト４
０を駆動制御する。その際、バックライト駆動部１７は、輝度Ｉ，Ｉｉが徐々に変化する
ようにバックライト４０を制御する。
【００５４】
　図７は、表示光量Ｂが変化したときのバックライト４０の輝度の変化を表すものであり
、（Ａ）は表示光量Ｂを示し、（Ｂ）はバックライト４０の輝度Ｉ，Ｉｉを示す。この例
は、表示光量Ｂが、１００％から５０％に変化する場合を示している。すなわち、図７は
、バックライト４０の輝度が、図５（Ｂ）の状態から図５（Ｃ）の状態に変化する場合を
示している。表示光量Ｂが１００％の時には、バックライト駆動部１７は、バックライト
４０の輝度Ｉ，Ｉｉが同じになるように、バックライト４０を駆動する。そして、タイミ
ングｔ１０において、表示光量Ｂが５０％に変化した後（図７（Ａ））、バックライト駆
動部４０は、輝度Ｉが徐々に増加し、輝度Ｉｉが徐々に減少するように、バックライト４
０を駆動する（図７（Ｂ））。すなわち、バックライト駆動部１７は、この表示光量Ｂの
変化に応じて、すぐに輝度Ｉ，Ｉｉが変化しないように制御する。この、輝度Ｉ，Ｉｉが
最終値になるまでの時間（時定数）は、例えば１秒程度に設定することが可能である。こ
れにより、輝度Ｉ，Ｉｉが急激に変化することがないため、観察者が表示画像を不自然に
感じるおそれを低減することができる。
【００５５】
（比較例）
　次に、比較例と対比して、本実施の形態の作用を説明する。本比較例は、補間フレーム
画像Ｆｉを生成せずに、供給されたフレーム画像Ｆのみを表示するものである。なお、本
実施の形態に係る表示装置１と実質的に同一の構成部分には同一の符号を付し、適宜説明
を省略する。
【００５６】
　図８は、本比較例に係る表示装置１Ｒにおける、表示動作のタイミング図を表すもので
あり、（Ａ）は液晶表示部３０Ｒの動作を示し、（Ｂ）は表示装置１Ｒに係るバックライ
ト４０Ｒの輝度を示す。
【００５７】
　表示装置１Ｒでは、走査周期Ｔ１で線順次走査が行われ、周期Ｔ０において、供給され
たフレーム画像Ｆを２回繰り返して表示を行う。つまり、表示装置１Ｒでは、補間処理を
行わず、フレーム画像Ｆのみを表示する。ここで、周期Ｔ０は、例えば、１６．７［msec
］（６０［Ｈｚ］の一周期分）にすることが可能である。この場合、走査周期Ｔ１は、８
．３［msec］（周期Ｔ０の２分の１）である。すなわち、この例では、液晶表示部３０Ｒ
は、いわゆる２倍速駆動に対応した液晶表示パネルである。
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【００５８】
　まず、タイミングｔ２０～ｔ２１の期間において、液晶表示部３０Ｒでは、表示駆動部
２０から供給される駆動信号に基づき、最上部から最下部に向かって線順次走査が行われ
、フレーム画像Ｆの表示が行われる（図８（Ａ））。このタイミングｔ２０～ｔ２１の期
間において、バックライト４０Ｒは消灯する（図８（Ｂ））。
【００５９】
　次に、タイミングｔ２１～ｔ２４の期間において、液晶表示部３０Ｒでは、最上部から
最下部に向かって線順次走査が行われ、フレーム画像Ｆの表示が再度行われる（図８（Ａ
））。そして、液晶表示部３０Ｒにおいて液晶素子ＬＣの応答がほぼ終了した後のタイミ
ングｔ２２～ｔ２３の期間において、バックライト４０Ｒは、所定の輝度ＩＲで発光する
。
【００６０】
　本比較例に係る表示装置１Ｒでは、補間処理を行わないため、例えば図２（Ａ）に示し
たように、補間処理を行った場合（図２（Ｂ））に比べ、映像が不連続となり、観察者は
画質が劣化したように感じるおそれがある。また、この表示装置１Ｒでは、バックライト
４０Ｒは、期間Ｔ０において、タイミングｔ２２～ｔ２３の期間にのみ発光し、その他の
期間では消灯する。すなわち、表示装置１Ｒでは、映像は、本実施の形態に係る表示装置
１の場合よりも長い周期（低い周波数）で点滅しながら表示されることとなるため、観察
者はちらつき（フリッカ）を感じるおそれがある。
【００６１】
　人は、映像の点滅の周波数が、ある周波数（フリッカ検知周波数）以下になると、その
映像を観察したときにフリッカを感じる。このフリッカ検知周波数は、概ね７５Ｈｚ程度
であるが、網膜上の像の位置や面積、その人の年齢などの個人差、その人の体調、映像の
明るさ、映像視聴環境の明るさにより変化する。このうち、映像の明るさについては、映
像が明るい場合には、フリッカ検知周波数が高くなり、これにより、人はフリッカを感じ
やすくなる。
【００６２】
　図８の例では、バックライト４０Ｒの点滅の周波数は、フレーム画像供給周期Ｔ０が１
６．７［msec］（＝１／６０［Ｈｚ］）である場合には、６０［Ｈｚ］である。よって、
明るい映像が表示され、そのフリッカ検知周波数が６０［Ｈｚ］よりも高くなるほど、観
察者は、フリッカを感じやすくなる。
【００６３】
　一方、本実施の形態に係る表示装置１では、バックライト４０は、明るい映像が表示さ
れている場合（表示光量Ｂが大きい場合）には、図５（Ｂ）に示したように、周期Ｔ０に
おいて２回（タイミングｔ２～ｔ３の期間、およびタイミングｔ６～ｔ７の期間）発光し
、点滅の周波数が高くなる。具体的には、その点滅の周波数は、フレーム画像供給周期Ｔ
０が１６．７［msec］（＝１／６０［Ｈｚ］）である場合には、１２０［Ｈｚ］となるた
め、観察者がフリッカを感じるおそれを低減することができる。
【００６４】
　また、映像が暗い場合（表示光量Ｂが小さい場合）には、フリッカ検知周波数が低くな
り、人はフリッカを感じにくくなる。よって、本実施の形態に係る表示装置１では、暗い
映像が表示されている場合（表示光量Ｂが小さい場合）には、図５（Ｄ）に示したように
、液晶表示部３０がフレーム画像Ｆを表示しているときにのみ、バックライト４０が発光
し、液晶表示部３０が補間フレーム画像Ｆｉを表示しているときには、バックライト４０
は消灯する。これにより、補間処理において補間フレーム画像Ｆｉを生成する際に補間エ
ラーが生じた場合でも、その補間フレーム画像Ｆｉが表示される期間にはバックライト４
０は発光しないため、観察者は、その補間フレーム画像Ｆｉを見ることはなく、観察者が
画質の劣化を感じるおそれを低減することができる。
【００６５】
　また、映像の明るさが中程度の場合（表示光量Ｂが中程度の場合）には、図５（Ｃ）に
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示したように、液晶表示部３０がフレーム画像Ｆを表示しているときに、バックライト４
０が輝度Ｉで発光し、液晶表示部３０が補間フレーム画像Ｆｉを表示しているときに、バ
ックライト４０が輝度Ｉよりも低い輝度Ｉｉで発光する。これにより、点滅の周波数が高
くなるために、観察者がフリッカを感じにくくなるとともに、補間フレーム画像Ｆｉが低
い輝度Ｉｉで表示されるため、補間エラーが生じた場合でも観察者が画質の劣化を感じに
くくなる。
【００６６】
［効果］
　以上のように本実施の形態では、フレーム画像を表示している時のバックライトの輝度
と、補間フレーム画像を表示している時のバックライトの輝度とを、独立して制御できる
ようにしたので、表示画質の調整の自由度を高めることができる。
【００６７】
　また、本実施の形態では、表示光量が大きい場合には、フレーム画像を表示している時
のバックライトの輝度と、補間フレーム画像を表示している時のバックライトの輝度とが
ほぼ同じになるようにしたので、観察者がフリッカを感じるおそれを低減することができ
る。
【００６８】
　また、本実施の形態では、表示光量が小さい場合には、補間フレーム画像を表示してい
る時のバックライトの輝度を小さくしたので、補間フレーム画像を生成する際に補間エラ
ーが生じた場合でも、観察者が画質の劣化を感じるおそれを低減することができる。
【００６９】
　また、本実施の形態では、発光量を輝度により変更するようにしたので、バックライト
が発光するタイミングが変化することがないため、観察者が画質の劣化を感じるおそれを
低減することができる。
【００７０】
　また、本実施の形態では、表示光量が変化した場合において、フレーム画像を表示して
いる時のバックライトの輝度と、補間フレーム画像を表示している時のバックライトの輝
度が、徐々に変化するようにしたので、これらの輝度が急激に変化することがないため、
観察者が表示画像を不自然に感じるおそれを低減することができる。
【００７１】
　また、本実施の形態では、フレーム画像を表示している時のバックライトの輝度と、補
間フレーム画像を表示している時のバックライトの輝度との和が、表示光量に依らず一定
になるようにしたので、表示光量が変化した場合において、観察者が表示画像を不自然に
感じるおそれを低減することができる。
【００７２】
［変形例１－１］
　上記実施の形態では、時系列上において互いに隣接するフレーム画像Ｆに基づいて、１
枚の補間フレーム画像Ｆｉを生成したが、これに限定されるものではなく、これに代えて
、２枚以上の補間フレーム画像Ｆｉを生成してもよい。以下に、２枚の補間フレーム画像
Ｆｉ（Ｆｉ１，Ｆｉ２）を生成する場合を例に説明する。
【００７３】
　図９は、本変形例に係る表示装置１Ｂにおける表示動作のタイミング図を表すものであ
り、（Ａ）は本変形例に係る液晶表示部３０Ｂの動作を示し、（Ｂ）～（Ｄ）は本変形例
に係るバックライト４０Ｂにおける輝度を示す。ここで、図９（Ｂ）は、表示光量Ｂが大
きい場合のバックライト４０Ｂの輝度を示し、図９（Ｃ）は、表示光量Ｂが中程度である
場合のバックライト４０Ｂの輝度を示し、図９（Ｄ）は、表示光量Ｂが小さい場合のバッ
クライト４０Ｂの輝度を示す。
【００７４】
　表示装置１Ｂでは、走査周期Ｔ１で線順次走査が行われ、フレーム画像Ｆの表示と、補
間フレーム画像Ｆｉ１の表示と、補間フレーム画像Ｆｉ２の表示とが切り換わる。そして
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、表示装置１Ｂは、周期Ｔ０ごとにこれらの表示を繰り返す。ここで、周期Ｔ０は、例え
ば、１６．７［msec］（６０［Ｈｚ］の一周期分）にすることが可能である。この場合、
走査周期Ｔ１は、２．８［msec］（周期Ｔ０の６分の１）である。すなわち、この例では
、液晶表示部３０Ｂは、いわゆる６倍速駆動に対応した液晶表示パネルである。
【００７５】
　表示装置１Ｂでは、バックライト４０Ｂは、液晶表示部３０Ｂが補間フレーム画像Ｆｉ
１を表示する際、液晶表示部３０Ｂにおいて液晶素子ＬＣの応答がほぼ終了した後のタイ
ミングｔ３６～ｔ３７の期間において、表示光量演算部１６により求められた表示光量Ｂ
に応じた輝度Ｉｉで発光する。また、バックライト４０Ｂは、液晶表示部３０Ｂが補間フ
レーム画像Ｆｉ２を表示する際、液晶表示部３０Ｂにおいて液晶素子ＬＣの応答がほぼ終
了した後のタイミングｔ４０～ｔ４１の期間において、タイミングｔ３６～ｔ３７の期間
における輝度Ｉｉと同じ輝度で発光する（図９（Ｂ）～（Ｄ））。
【００７６】
　図１０は、本変形例におけるバックライト駆動部の特性の一例を表すものである。輝度
Ｉは、図１０に示したように、表示光量Ｂが大きくなるほど減少する。具体的には、輝度
Ｉは、表示光量Ｂが０％である場合には、最大値（１００％）となる。そして、輝度Ｉは
、表示光量Ｂが大きくなるほど減少し、表示光量Ｂが１００％である場合には、その最大
値の１／３の値（３３．３％）となる。一方、輝度Ｉｉは、表示光量Ｂが大きくなるほど
増加する。具体的には、輝度Ｉｉは、表示光量Ｂが０％である場合には、最小値（０％）
となる。そして、輝度Ｉｉは、表示光量Ｂが大きくなるほど増加し、表示光量Ｂが１００
％である場合には、輝度の最大値の１／３の値（３３．３％）となる。
【００７７】
［変形例１－２］
　上記実施の形態では、液晶表示装置３０は、期間Ｔ０において、フレーム画像Ｆおよび
補間フレーム画像Ｆｉを、それぞれ２回ずつ表示したが、これに限定されるものではなく
、これに代えて、例えば、図１１に示したように、それぞれ１回ずつ表示してもよい。こ
の場合には、例えば、タイミングｔ２～ｔ３の期間、およびタイミングｔ６～ｔ７の期間
において、観察者が、液晶表示部３０における表示画像の過渡的な変化を見ることとなる
が、このような画質の劣化がさほど問題にならない用途においては、本変形例を適用する
ことができる。
【００７８】
［変形例１－３］
　上記実施の形態では、バックライト駆動部１７は、図６に示したように、表示光量Ｂが
大きくなるほど、輝度Ｉを増加させるとともに輝度Ｉｉを減少させるようにバックライト
５０を制御するようにしたが、これに限定されるものでなく、これに代えて、例えば、図
１２に示したように、表示光量Ｂがある値（Ｂ１）以上になると、輝度Ｉ，Ｉｉが一定値
（５０％）になるようにしてもよい。このような特性は、例えば、総発光量を大きくでき
る表示装置に対して適用可能である。また、フリッカの見え方は、上述したように、個人
差などの様々な要素により変化するため、この表示光量Ｂ１の値を調整可能に構成するこ
とが望ましい。
【００７９】
＜２．第２の実施の形態＞
　次に、第２の実施の形態に係る表示装置２について説明する。本実施の形態は、複数の
発光部を有するバックライトを用いて表示装置を構成したものである。なお、上記第１の
実施の形態に係る表示装置１と実質的に同一の構成部分には同一の符号を付し、適宜説明
を省略する。
【００８０】
　図１３は、本実施の形態に係る表示装置２の一構成例を表すものである。表示装置２は
、バックライト６０と、バックライト駆動部１８とを備えている。バックライト６０は、
この例では、線順次走査方向に並設された２つの発光部６１，６２を有している。バック
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ライト駆動部１８は、これらの発光部６１，６２を独立して駆動するものである。発光部
６１から射出した光は、液晶表示部３０における対応する領域Ｚ１に入射するようになっ
ており、発光部６２から射出した光は、液晶表示部３０における対応する領域Ｚ２に入射
するようになっている。なお、この例では、バックライト６０は、２つの発光部６１，６
２を有するものとしたが、これに限定されるものではなく、３つ以上の発光部を有してい
てもよい。
【００８１】
　ここで、発光部６１，６２は、本開示における「部分発光部」の一具体例に対応する。
【００８２】
　図１４は、表示装置２における表示動作のタイミング図を表すものであり、（Ａ）は液
晶表示部３０の動作を示し、（Ｂ）～（Ｇ）はバックライト６０における輝度を示す。こ
こで、図１４（Ｂ），（Ｃ）は、表示光量Ｂが大きい場合の発光部６１，６２の輝度をそ
れぞれ示し、図１４（Ｄ），（Ｅ）は、表示光量Ｂが中程度である場合の発光部６１，６
２の輝度をそれぞれ示し、図１４（Ｆ），（Ｇ）は、表示光量Ｂが小さい場合の発光部６
１，６２の輝度をそれぞれ示す。
【００８３】
　まず、タイミングｔ５０～ｔ５２の期間において、液晶表示部３０では、最上部から最
下部に向かって線順次走査が行われ、フレーム画像Ｆの表示が行われる（図１４（Ａ））
。そして、タイミングｔ５２～ｔ５５の期間において、フレーム画像Ｆの表示が再度行わ
れる（図１４（Ａ））。そして、液晶表示部３０の領域Ｚ１において液晶素子ＬＣの応答
がほぼ終了した後のタイミングｔ５１～ｔ５４の期間において、バックライト駆動部１８
は、発光部６１が、表示光量Ｂに応じた輝度Ｉで発光するように駆動する（図１４（Ｂ）
，（Ｄ），（Ｆ））。同様に、液晶表示部３０の領域Ｚ２において液晶素子ＬＣの応答が
ほぼ終了した後のタイミングｔ５３～ｔ５６の期間において、バックライト駆動部１８は
、発光部６２が、表示光量Ｂに応じた輝度Ｉで発光するように駆動する（図１４（Ｃ），
（Ｅ），（Ｇ））。
【００８４】
　次に、タイミングｔ５５～ｔ５８の期間において、液晶表示部３０では、最上部から最
下部に向かって線順次走査が行われ、補間フレーム画像Ｆｉの表示が行われる（図１４（
Ａ））。そして、タイミングｔ５８～ｔ６１の期間において、補間フレーム画像Ｆｉの表
示が再度行われる（図１４（Ａ））。そして、液晶表示部３０の領域Ｚ１において液晶素
子ＬＣの応答がほぼ終了した後のタイミングｔ５７～ｔ６０の期間において、バックライ
ト駆動部１８は、発光部６１が、表示光量Ｂに応じた輝度Ｉｉで発光するように駆動する
（図１４（Ｂ），（Ｄ），（Ｆ））。同様に、液晶表示部３０の領域Ｚ２において液晶素
子ＬＣの応答がほぼ終了した後のタイミングｔ５９～ｔ６２の期間において、バックライ
ト駆動部１８は、発光部６２が、表示光量Ｂに応じた輝度Ｉｉで発光するように駆動する
（図１４（Ｃ），（Ｅ），（Ｇ））。
【００８５】
　以上の動作を繰り返すことにより、表示装置２は、フレーム画像Ｆの表示と、補間フレ
ーム画像Ｆｉの表示とを交互に繰り返して行う。
【００８６】
　以上のように本実施の形態では、バックライトを２つの発光部に分割し、それらの発光
部が、液晶表示部の対応する領域における線順次走査に同期したタイミングで独立して発
光するように制御したので、バックライトを分割しない場合に比べて、各ラインにおいて
画素信号が書き込まれてから、そのラインに対応するバックライトが発光するまでの時間
の、表示画面内でのばらつきを小さくすることができるため、この期間における液晶の過
渡応答の見え方の違いを小さくすることができ、画質の低下を低減することができる。ま
た、各発光部の発光期間を独立して設定できるため、各発光部の発光時間を長くすること
ができ、発光量を大きくすることができる。その他の効果は、上記第１の実施の形態の場
合と同様である。
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【００８７】
＜３．第３の実施の形態＞
　次に、第３の実施の形態に係る表示装置３について説明する。本実施の形態は、表示光
量Ｂだけでなく、表示装置３の周囲の環境光の光量にも基づいて、輝度Ｉ，Ｉｉを制御す
るものである。なお、上記第１の実施の形態に係る表示装置１と実質的に同一の構成部分
には同一の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００８８】
　図１５は、本実施の形態に係る表示装置３の一構成例を表すものである。表示装置３は
、光センサ部５０と、バックライト駆動部１９とを備えている。光センサ部５０は、表示
装置３の周囲の環境光の光量（環境光量Ｃ）を検出するものである。バックライト駆動部
１９は、表示光量演算部１６において求められた表示光量Ｂだけでなく、光センサ部５０
において検出された環境光量Ｃにも基づいて、バックライト４０の輝度Ｉ，Ｉｉを制御す
るものである。
【００８９】
　ここで、光センサ部５０は、本開示における「環境光センサ部」の一具体例に対応する
。
【００９０】
　人のフリッカ検知周波数は、上述したように、映像の明るさによっても変化するのに加
え、映像視聴環境の明るさによっても変化する。具体的には、表示装置の周囲が暗い場合
には、フリッカ検知周波数が高くなり、これにより、人はフリッカを感じやすくなる。よ
って、表示装置３では、バックライト駆動部１９は、表示装置の周囲が暗い場合（環境光
量Ｃが小さい場合）には、輝度Ｉを減少させるとともに輝度Ｉｉを増加させることにより
、バックライト４０が、例えば図５（Ｂ）により近い状態で動作するように制御する。こ
れにより、表示装置３における点滅の周波数が高くなり、観察者がフリッカを感じるおそ
れを低減することができる。
【００９１】
　一方、バックライト４０は、表示装置の周囲が明るい場合には、フリッカ検知周波数が
低くなり、人はフリッカを感じにくくなる。よって、本実施の形態に係る表示装置３では
、表示装置の周囲が明るい場合（環境光量Ｃが大きい場合）には、バックライト駆動部１
９は、輝度Ｉを増加させるとともに輝度Ｉｉを減少させることにより、バックライト４０
が、例えば図５（Ｄ）により近い状態で動作するように制御する。これにより、補間処理
において補間フレーム画像Ｆｉを生成する際に補間エラーが生じた場合でも、観察者が画
質の劣化を感じるおそれを低減することができる。
【００９２】
　図１６は、バックライト駆動部１９の特性の一例を表すものである。輝度Ｉは、図１６
に示したように、表示光量Ｂが大きくなるほど減少する。このとき、輝度Ｉは、環境光量
Ｃが小さい場合には、環境光量Ｃが大きい場合に比べて、よりなだらかに減少する。そし
て、輝度Ｉは、表示光量Ｂが１００％のときには、環境光量Ｃに依らず５０％となる。言
い換えれば、表示光量Ｂが一定の場合において、環境光量Ｃを大きくすると、輝度Ｉは大
きくなる。
【００９３】
　同様に、輝度Ｉｉは、表示光量Ｂが大きくなるほど増加する。このとき、輝度Ｉｉは、
よって、環境光量Ｃが小さい場合には、環境光量Ｃが大きい場合に比べて、よりなだらか
に増加する。そして、輝度Ｉｉは、表示光量Ｂが１００％のときには、環境光量Ｃに依ら
ず５０％となる。言い換えれば、表示光量Ｂが一定の場合において、環境光量Ｃを大きく
すると、輝度Ｉｉは小さくなる。
【００９４】
　これにより、表示装置３では、環境光量Ｃが小さい場合には、観察者がフリッカを感じ
るおそれを低減することができ、環境光量Ｃが大きい場合には、補間フレーム画像を生成
する際に補間エラーが生じても、観察者が画質の劣化を感じるおそれを低減することがで
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きる。
【００９５】
　以上のように本実施の形態では、表示光量に加え環境光量にも基づいて輝度Ｉ，Ｉｉを
制御したので、画質をより向上することができる。その他の効果は、上記第１の実施の形
態の場合と同様である。
【００９６】
［変形例３］
　本実施の形態では、バックライト駆動部１９は、表示光量Ｂおよび環境光量Ｃの両方に
基づいて輝度Ｉ，Ｉｉを制御したが、これに限定されるものではなく、環境光量Ｃのみに
基づいて輝度Ｉ，Ｉｉを制御してもよい。
【００９７】
　以上、いくつかの実施の形態および変形例を挙げて本技術を説明したが、本技術はこれ
らの実施の形態等には限定されず、種々の変形が可能である。
【００９８】
　例えば、上記の各実施の形態等では、バックライト駆動部は、輝度Ｉ，Ｉｉにより発光
量Ａ，Ａｉを制御したが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば図１７
に示したように、発光時間Ｗ，Ｗｉにより発光量Ａ，Ａｉを制御してもよい。発光時間Ｗ
，Ｗｉを変化させる際には、図１７に示したように、各発光期間の中心のタイミングを維
持するように制御することが望ましい。これにより、フレーム画像Ｆ、補間フレーム画像
Ｆｉが表示されるタイミングが、表示光量Ｂなどにより変化することがなく、観察者が画
質の劣化を感じるおそれを低減することができる。また、上記実施の形態に示した輝度に
よる制御と、本変形例に示した発光時間による制御とを組み合わせてもよい。
【００９９】
　また、例えば、上記第２および第３の実施の形態等でも、上記第１の実施の形態の変形
例１－１と同様に、隣接するフレーム画像Ｆに基づいて、２枚以上の補間フレーム画像Ｆ
ｉを生成してもよい。また、上記第１の実施の形態の変形例１－２と同様に、期間Ｔ０に
おいて、フレーム画像Ｆおよび補間フレーム画像Ｆｉを、それぞれ１回ずつ表示してもよ
い。また、上記第１の実施の形態の変形例１－３（図１２）と同様に、表示光量Ｂがある
値（Ｂ１）以上になると、輝度Ｉ，Ｉｉが一定値（５０％）になるようにしてもよいし、
この表示光量Ｂ１の値を調整可能にしてもよい。
【０１００】
　また、例えば、上記実施の形態等では、液晶表示部３０およびバックライト４０を用い
たが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、ＣＲＴ（Cathode Ray Tu
be）表示装置、ＥＬ（Electro Luminescence）表示装置、ＬＥＤを表示素子とするＬＥＤ
表示装置を用いてもよい。以下に、一例として、上記第１の実施の形態において、液晶表
示部３０およびバックライト４０に代えてＥＬ表示部を用いた場合について説明する。
【０１０１】
　図１８は、本変形例に係る表示装置１Ｅの一構成例を表すものである。表示装置１Ｅは
、制御部１１Ｅと、表示駆動部２０Ｅと、ＥＬ表示部３０Ｅとを備えている。制御部１１
Ｅは、映像信号Ｓdispに基づいて、補間処理部１２および平均信号レベル検出部１４がお
互いに同期して動作するように制御する回路である。表示駆動部２０Ｅは、補間処理部１
２から供給される映像信号Ｓdisp2、および表示光量演算部１６から供給される表示光量
Ｂの演算結果に基づいて、ＥＬ表示部３０Ｅを駆動するものである。具体的には、表示駆
動部２０Ｅは、フレーム画像Ｆおよび補間フレーム画像Ｆｉを表示する際に、各画像情報
に対応する発光量にオフセット発光量を加えるように、ＥＬ表示部３０Ｅを駆動する。そ
の際、表示駆動部２０Ｅは、フレーム画像Ｆを表示する際のオフセット発光量と、補間フ
レーム画像Ｆｉを表示する際のオフセット発光量とを独立して制御するようになっている
。ＥＬ表示部３０Ｅは、ＥＬ表示素子により構成されるものであり、例えば有機ＥＬ素子
が適用可能である。ここで、表示駆動部２０Ｅは、本開示における「表示制御部」の一具
体例に対応する。
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【０１０２】
　なお、本技術は以下のような構成とすることができる。
【０１０３】
（１）一連のオリジナルフレーム画像と、前記一連のオリジナルフレーム画像に基づいて
生成された一連の補間フレーム画像とを時分割的に表示する液晶表示部と、
　間欠的に発光するバックライトと、
　前記オリジナルフレーム画像の表示期間に対応する第１の期間における前記バックライ
トの第１の発光量と、前記補間フレーム画像の表示期間に対応する第２の期間における前
記バックライトの第２の発光量とを独立して制御するバックライト制御部と
　を備えた表示装置。
【０１０４】
（２）各オリジナルフレーム画像に基づいて、そのオリジナルフレーム画像を液晶表示部
に表示した際に表示面から射出されるであろう表示光量を求める演算部を備え、
　前記バックライト制御部は、前記演算部の演算結果に基づいて、前記第１の発光量およ
び前記第２の発光量を制御する
　前記（１）に記載の表示装置。
【０１０５】
（３）前記バックライト制御部は、
　前記表示光量が増加した場合には、前記第１の発光量を減少させるとともに、前記第２
の発光量を増加させ、
　前記表示光量が減少した場合には、前記第１の発光量が増加させるとともに、前記第２
の発光量を減少させる
　前記（２）に記載の表示装置。
【０１０６】
（４）前記バックライト制御部は、複数のフレーム期間にわたり、徐々に前記第１の発光
量および前記第２の発光量をそれぞれ変化させる
　前記（１）から（３）のいずれかに記載の表示装置。
【０１０７】
（５）前記バックライト制御部は、前記第１の発光量および前記第２の発光量の和を一定
に制御する
　前記（１）から（４）のいずれかに記載の表示装置。
【０１０８】
（６）前記第１の発光量は、前記第２の発光量と同じもしくは前記第２の発光量よりも大
きい
　前記（１）から（５）のいずれかに記載の表示装置。
【０１０９】
（７）前記バックライト制御部は、前記第１の発光量および前記第２の発光量を、前記バ
ックライトの発光輝度により制御する
　前記（１）から（６）のいずれかに記載の表示装置。
【０１１０】
（８）前記バックライト制御部は、前記第１の発光量および前記第２の発光量を、前記第
１の期間の長さおよび前記第２の期間の長さによりそれぞれ制御する
　前記（１）から（７）のいずれかに記載の表示装置。
【０１１１】
（９）前記表示装置周辺における光の環境光量を検出する環境光センサ部をさらに備え、
　前記バックライト制御部は、前記環境光センサ部の検出結果に基づいて、前記第１の発
光量および前記第２の発光量を制御する
　前記（１）から（８）のいずれかに記載の表示装置。
【０１１２】
（１０）前記バックライト制御部は、
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　前記環境光量が増加した場合には、前記第１の発光量を増加させるとともに、前記第２
の発光量を減少させ、
　前記環境光量が減少した場合には、前記第１の発光量を減少させるとともに、前記第２
の発光量を増加させる
　前記（９）に記載の表示装置。
【０１１３】
（１１）前記バックライトは複数の部分発光部を有し、
　前記バックライト制御部は、各部分発光部について、前記第１の発光量と前記第２の発
光量とを独立して制御する
　前記（１）から（１０）のいずれかに記載の表示装置。
【０１１４】
（１２）前記一連のオリジナルフレーム画像に基づいて前記一連の補間フレーム画像を生
成する補間画像生成部をさらに備えた
　前記（１）から（１１）のいずれかに記載の表示装置。
【０１１５】
（１３）一連のオリジナルフレーム画像と、前記一連のオリジナルフレーム画像に基づい
て生成された一連の補間フレーム画像とを時分割的に表示する表示部と、
　前記オリジナルフレーム画像の表示期間における前記表示部の発光量が、前記オリジナ
ルフレーム画像の画像情報に対応する第１の基本発光量に第１のオフセット発光量を加え
た第１の合計発光量になるように前記表示部を制御するとともに、前記補間フレーム画像
の表示期間における前記表示部の発光量が、前記補間フレーム画像の画像情報に対応する
第２の基本発光量に第２のオフセット発光量を加えた第２の合計発光量になるように前記
表示部を制御する表示制御部と
　を備え、
　前記表示制御部は、前記第１のオフセット発光量と前記第２のオフセット発光量とを独
立して制御する
　表示装置。
【０１１６】
（１４）一連のオリジナルフレーム画像と、前記一連のオリジナルフレーム画像に基づい
て生成された一連の補間フレーム画像を、液晶表示部に時分割的に表示し、
　前記オリジナルフレーム画像の表示期間に対応する第１の期間におけるバックライトの
第１の発光量と、前記補間フレーム画像の表示期間に対応する第２の期間におけるそのバ
ックライトの第２の発光量とを独立して制御し、間欠的にバックライトを発光させる
　表示方法。
【符号の説明】
【０１１７】
　１，２，３…表示装置、１１…制御部、１２…補間処理部、１３…補間画像生成部、１
４…平均信号レベル検出部、１５…明るさ設定部、１６…表示光量演算部、１７，１８，
１９…バックライト駆動部、２０…表示駆動部、２１…タイミング制御部、２２…ゲート
ドライバ、２３…データドライバ、３０，３０Ｂ，３０Ｃ，３０Ｄ…液晶表示部、４０，
４０Ｂ，４０Ｃ，４０Ｄ…バックライト、５０…光センサ部、６１，６２…発光部、Ａ，
Ａｉ…発光量、Ｂ…表示光量、Ｃ…環境光量、Ｃap…保持容量素子、Ｄ…データ線、Ｆ…
フレーム画像、Ｆｉ…補間フレーム画像、Ｇ…ゲート線、Ｉ，Ｉｉ…輝度、ＬＣ…液晶素
子、Ｐix…画素、Ｓdisp，Ｓdisp2…映像信号、Ｔ０…フレーム画像供給周期、Ｔ１…走
査周期、Ｚ１，Ｚ２…領域、τ…時定数。
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摘要(译)

要解决的问题：提供能够提高显示图像质量的显示设备。 液晶显示单元
30，其以时分方式显示一系列原始帧图像F和一系列基于一系列原始帧图
像生成的内插帧图像Fi，间歇发光的背光如图40所示，对应于原始帧图
像的显示周期的第一周期（定时t 2至t 3的周期）中的背光的第一发光量
A和对应于内插帧图像的显示周期的第二周期并且，在从时刻t 的时段
中，背光的第二发光量Ai。 点域5
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